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　思い出を思い起こすままに記したいと思います。

　私が小樽市博物館の学芸員として就職した1990年。

標津で学芸職員部会が開かれ、懇親会後の二次会で、居

酒屋の小さなテーブルを囲んで、なぜか澤四郎元館長と

若手学芸員５人ほどの呑み会になりました。澤館長が若

手に向かって「この中で今の鉄の値段を知っているもの

はいるか」と質問され、皆キョトンとした顔をしている

と、「学芸員たるもの、鉄の価格変動くらい押さえてい

ないと、博物館を建てたり大きくしたりすることはでき

ないぞ」と喝を入れられました。学芸員になりたての私

は、博物館現場のなんたるかを教えてもらい、とても驚

き、澤館長の佇まいとともに鮮明に覚えています。

　飯島一雄先生は道東の昆虫相を長年にわたり調べられ、

道内では先駆的な昆虫愛好家です。小樽市博物館の佐々

木謙先生と一緒に、小樽の蛾の記録を紀要に報告したと

ころ、飯島先生から「記録の出典が不明であるから明記

するように」という手紙をもらいました。当時、大学院

で分類学を修めたばかりの私は、北大農学部の昆虫学教

室に所蔵されている1866年に出版されたButlerの論文

をコピーして、飯島先生に返答したところ、先生は私を

分類学者と認めてくださり、それ以降、私の専門のエン

マムシ科甲虫の同定依頼や別刷りのご寄贈をいただき交

流をさせてもらいました。時には「裏山で採れた椎茸」

と嬉しい贈物もいただきました。先生の80歳記念展示

の際には、釧路市立博物館から招待をいただき講演をさ

せていただきましたが、当時、飯島先生はご高齢という

こともあり、結局、直接お会いする機会がなく、お手紙

だけの交流になってしまったのは心残りの一つです。先

生の業績は、道東、ひいては日本の昆虫相の解明に大き

な貢献をされており、先生のコレクションが釧路市立博

物館に収蔵されたことは何より嬉しいことでした。

　2012年にはパラタクソノミスト養成講座（昆虫）を釧

路市立博物館で開催、2025年夏には、メーリアン昆虫

図譜の企画展示を、北大総合博物館に引き続いて開催し

ていただきました。博物館交流という意味でも釧路市立

博物館との関係は思い出深いものです。

　個人的には海外からの客人があると、北海道らしい道

東を案内することが喜びでもありました。釧路湿原、知

床・根室へ案内し、釧路市立博物館で展示を見ながら復

習する、という訪問コース。特にアイヌ関連の展示で北

海道をより深く理解してもらうこともできました。さま

ざまな海外の研究者と一緒に博物館を訪れたのも良い思

い出です。

　釧路市立博物館の今後の一層の発展を祈念しておりま

す。

大原　昌宏（北海道大学総合博物館　特任教授）

「釧路市立博物館との思い出」
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